
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 題材の目標 

（１）自分や家族の食生活が環境や社会に及ぼす影響について理解する。  

（２）持続可能な食生活について問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想し、実践を評価・改善し、考

察したことを論理的に表現するなどして課題を解決する力を身に付ける。  

（３）よりよい生活の実現に向けて、持続可能な食生活について、課題の解決に主体的に取り組んだり、振り

返って改善したりして、生活を工夫し創造し、実践しようとする。 

 

２ 題材の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

自分や家族の食生活が環境や

社会に及ぼす影響について理解

している。 

 

持続可能な食生活について問題を見

いだして課題を設定し、解決策を構想

し、実践を評価・改善し、考察したこと

を論理的に表現するなどして課題を解

決する力を身に付けている。 

よりよい生活の実現に向けて、持続

可能な食生活について、課題の解決

に主体的に取り組んだり、振り返って

改善したりして、生活を工夫し創造

し、実践しようとしている。 

 

３ 学習活動に即した題材の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①自分や家族の食生活が環境

や社会に及ぼす影響について

理解している。 

 

①持続可能な食生活について問題を

見いだして課題を設定している。 

②持続可能な食生活について実践に

向けた計画を考え、工夫している。 

③持続可能な食生活について、実践

を評価したり、改善したりしている。 

④持続可能な食生活についての課題

解決に向けた一連の活動につい

て、考察したことを論理的に表現し

ている。 

①持続可能な食生活について、課

題の解決に主体的に取り組もう

としている。 

②持続可能な食生活について、課

題解決に向けた一連の活動を

振り返って改善しようとしてい

る。 

③持続可能な食生活について工

夫し創造し、実践しようとしてい

る。 

 

４ 題材について 

本題材は、「B 衣食住の生活」の食生活の内容と「C 消費生活・環境」の環境に関する内容を関連させ、

持続可能な社会の構築に向けて自分の毎日の食生活を見直し、問題を見いだして課題を設定して、その解決

に向けて実践する学習である。 私たちは、便利で豊かな生活を送っている一方で、環境に大きな負荷を与えて

しまっている。持続可能な社会の構築の担い手として、この学習を通して、より責任ある行動をしようとする態度

の育成を目指したい。 

中学校家庭分野事例２  個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に向けて 

題材名 「持続可能な食生活」 

第１学年 Ｂ衣食住の生活 Ｃ消費生活・環境 

♦本実践の概要 

環境への配慮を考え、持続可能な食生活を送るために、自分の生活や消費行動等を振り返り、問題を見い

だして課題を設定する。その課題の解決に向けて解決方法を検討し、自分の考えをまとめるとともに、他の

生徒と意見を交流させ、多様な考えにふれる中で自らの学習を調整しながら課題解決を進めていく実践で

ある。 

 

                                                                   



 

 

具体的な取組として、環境や社会に配慮した生活がなぜ必要なのかについて、習得した知識・技能を活用

して、自分たちの生活を見直す活動を行う。「今現実で起きていること」を正しく理解し、「このままだとどんな未

来になるか」を想定することで、自分事として意欲的に問題解決に向かい、生活の中で生かそうとする態度を

育てていく。 

 

５ 指導と評価の計画  （・は指導に生かす評価、○は記録に残す評価を表す） 

 

ねらい・学習活動（抜粋） 

評価規準（評価方法） 
・指導に生かす評価 ○記録に残す評価 

知識・技能 
思考・判断・ 
表現 

主体的に学習に

取り組む態度 

１ 

自分や家族の食生活と環境や社会の関わりについて理解す 

る。 

・知① 

（行動観察・ 

ワークシート） 

  

２ 

持続可能な社会の構築に向けて、自分の食生活を振り返り、 

問題を見いだして課題を設定する。 

 

 
・〇思① 

(・行動観察） 
(〇ワークシート） 

・〇主① 

(・行動観察) 
(〇ワークシート) 

 
３ 

４ 

自分が設定した課題に関する情報を集め、解決策を考える。 

グループ活動を通して、環境や社会のために自分ができるこ

とを改めて考え、工夫する。 

 
〇思② 

（ワークシート） 

５ 
これまでの学習を振り返り、レポートにまとめる。 

 
 

〇思③ 

（レポート） 

〇主② 

（レポート） 

６ 

レポート発表を通して意見を交流し、これからの生活にどのよ 

うに生かしていくか考えることができる。 

 

〇知① 

(ペーパーテスト) 

〇思④ 

(ワークシート) 

〇主③ 

(ワークシート） 

 

６ 本時の授業（第４時） 

（１）本時の目標 

・ 持続可能な食生活について実践に向けた計画を考え、工夫することができる。 

・ 持続可能な食生活について、課題の解決に主体的に取り組もうとする。 

（２）本時の評価規準  

・ 持続可能な食生活について実践に向けた計画を考え、工夫している。【思考・判断・表現②】 

・ 持続可能な食生活について、課題の解決に主体的に取り組もうとしている。 【主体的に学習に取り組む態度①】 

 

（３） 本時の実際 

過
程 主な学習活動と生徒の反応 評価と配慮事項 

つ
か
む 
５
分 
 
考
え
る 
１０
分 

 

 

 

１．本時の学習課題を確認する 

 

 

２．環境や社会のために自分や家族ができることを個人で考える。 

 

 

 

 

 

 

・前時の学習（自分が設

定した課題に関する情

報を集めよう）について

確認する。 

 

・環境や社会のためにふ

だんの生活の中で自分

や家族ができることを具

体的に考えるように助言

する。 

 

〇思②（ワークシート） 

・主①（行動観察） 

環境や社会のために自分や家族ができることを考えよう 



 

 

 

深

め

る 

３０

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま

と

め

る

５

分 

 

３．グループで話し合い、環境や社会のために自分や家族ができること
を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．グループで出た意見を全体で共有し合う。 

 

 

5.自分がこの１ヶ月でできる実践を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・類似の課題を設定した

生徒を３～４人ずつのグ

ループに分け、自分たち

にできることを考えさせ

る。 

・長期的に行うことができ

る工夫、誰でも取り組み

やすい工夫の視点をも

たせて考えさせる。 

・「環境や社会をよりよく

することにつながるか」

の視点をもたせて考えさ

せる。 

 

・一人ずつ意見を発表し、

共有を図る。 

・自分が思いつかなかっ

た意見は赤色でワーク

シートに記入させる。 

 

 

 

〇思②（ワークシート） 

 

 

 

 

・出た意見を黒板に貼り、

発表させる。 

 

 

・日常の生活に SDGｓが

関わっていることを伝え

る。 

・発表を聞いて、今後の

生活に生かせることを考

えさせる。 

 

○主①（ワークシート） 

 

 



 

 

７ 実践を振り返って 

本事例は、これまで学習してきた食生活の内容を基礎とし、生徒がそれぞれの興味･関心に応じて持続可

能な食生活についての課題を設定し、１人１台端末を活用して主体的に課題解決に取り組む実践であった。

「持続可能な世界をめざして」を目標に、生徒一人一人が自分の「もっと知りたい」という思いを深めるため

に１人１台端末を用いて調べ学習を行ったことで、興味・関心や知識を広げることができたと感じる。また、端

末を家庭に持ち帰り、さらに探究しようとする意欲的な生徒も見られた。自分や家族の生活の中から問題を

見いだすことには困難が予想されたが、調べ学習を行ったことで課題が浮き彫りになり、その後の活動にスム

ーズにつなげることができた。 

課題を設定した後、さらに探究するために再度１人１台端末を活用し、その課題に対する現状や社会の取

組などについてさらに調べ学習を行った。その結果、自分にできる具体的な解決策をほとんどの生徒が自身

で考え、構想することができた。本時の授業実践では、自分が設定した課題と類似の課題を設定した生徒を

グルーピングし、協働的な学習として課題解決に対する情報交換を行うことによって、新たな気付きがあった

り多様な考えに触れたりする

様子が見られた。そして、そ

の協働的な学びを経て自分

の考えた解決策に立ち戻り、

再検討することで自己調整

を図りながら学びを進める

姿が見られた。 

レポートを作成する際にも

１人１台端末を活用し、根拠

となるデータや図、グラフを

取り入れて作成をすること

で、誰にでも分かりやすく論

理的にまとめることができ

た。今後、長期休業中に家

庭や地域で実践を行った後、

実践したことを共有し、振り

返りを行うことで評価・改善

をしていきたい。 

本事例を通して、１人１台

端末を用いて生徒一人一人

の生活の課題に対応するこ

とや、学んだことを実際の家

庭生活で実践することが、主

体的で深い学びにつながる

と感じた。他の題材でもこの

ような学びを取り入れていき

たい。 

                              ※ 農林水産省資料「ニッポン食べもの力見っけ隊」を活用して作成したレポート 


